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論
説広

島
カ
l
プ
と
広
島
大
学
・

広
島
高
等
師
範
学
校

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
市
民(
利
用
者)
と
の
関
係
に
関
す
る
試
論
1

は
じ
め
に

広
島
カ
l

プ
と
広
島
大
学・
広
島
高
等
師
範
学
校 。
プ
ロ
野
球
球
団

と
高
等
教
育
機
関
(
し
か
も
戦
前
と
戦
後
に
渡
り 、
ザノ
ロ
野
球
選
手
を

排
出
し
た
こ
と
は
な
い)
と
い
う一
見
何
の
関
係
も
な
さ
そ
う
な
両
者

に
は 、
実
は
密
接
不
可
分
な
関
係
が
あ
っ
た 、
と
い
う
の
が
本
稿
で
主

張
し
た
い
こ
と
で
あ
る 。
こ
れ
ま
で
筆
者
は 、「
カ
l
プ
之
広
島
大
転」 、

「
カ
I
プ
と
広
島
大
学
と
の
意
外
な
関
係
|

県
立
文
書
館
の
行
政
文
書

を
利
用
し
百
」 、
「
広
島
大
学
は
県
民
の
『
米
百
慌』」
と
い
う
短
文

を
し
た
た
め
て
き
た
が 、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
広
報
誌
と
い
っ
た
性
格

の
た
め 、
十
分
な
記
述
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た 。
そ
こ
で
本
稿

で
は 、
広
島
県
立
文
書
館
所
蔵
の
公
文
書
の
紹
介
も
行
い
つ
つ 、
改
め

て
カ
l
プ
と
広
島
大
学
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
述
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る 。
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菅

盲
ア可

城

本
稿
の
論
述
で
は
広
島
県
立
文
書
館
所
蔵
の
公
文
書
を
利
用
し

た
こ

と
に
鑑
み
て 、

あ
わ
せ
て
資
料
保
存・
公
開
機
関
(
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ}

の
所
蔵
文
書
を
ど
の
よ
う
な
立
場
の
人
が
ど
の
よ
う
な
観
点
か
ら
利
用

す
る
か
と
い
う
こ
と
に
も
論
及
し 、
日
本
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
論
ヘ
の一

助
と
も
し
た
い 。広

島
綜
合
大
学
設
立
運
動
と
カ
l
ブ
創
設

新
制
広
島
大
学
設
お
に
あ
た
っ
て
は 、
一
九
四
七
(
昭
和一一一一)

年

一
一一
月
に
国
立
広
島
綜
入山口
大
学
設
立
推
進
本
部
(
本
部
長
は
楠
瀬
常
猪

広
島
県
知
事)
が
県
庁
内
に
設
置
さ
れ 、
一
九
四
人
年
一
月
に
は
広
島

綜
合
大
学
設
立
期
成
同
盟
会
(
会
長
は
小
谷
伝一
広
島
県
議
会
議
長u

も
結
成
さ
れ
た 。
こ
う
し
て 、

国
立
広
島
綜
合
大
学
設
立
運
動
が
県
民

一
体
と
な
っ
て
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る 。

国
立
大
学
で
あ
る
か
ら
に
は 、

広
島
大
学
の
創
設
経
費
は
国
費
に
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よ
っ
て
賄
わ
れ
た
と
考
え
る
と
こ
ろ
だ
が 、
実
は
そ
う
で
は
な
い 。
「
広

島
大
学
創
設
に
関
す
る
経
費
概
範」
に
よ
る
と 、

所
要
経
費
総
額
は

四
億
五
三
六
九
万
七
千
円 、

こ
の
う
ち
県
有
土
地
建
物
等
の
現
物
寄
付

分
を
除
い
た
三
億
四
O
一

六
万
五
千
円
が
現
金
で
必
要
と
さ
れ
て
い

た 。

こ
れ
ら
の
お
金
は
国
費
で
は
な
く 、

三
億
四
千
万
余
円
の
三
分
の

一

は
県
費
で 、

残
り一一一
分
の
二
は
寄
付
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
っ
た 。

募
金
は 、

県
内、

圏
内、

海
外
の
三
区
分
で
行
わ
れ
た 。

県
外
を
対

象
と
し
た
募
金
も
そ
の

主
力
と
な
っ
た
の
は
広
島
県
出
身
者
で
あ
り 、

海
外
移
民
か
ら
の
協
力
も
見
ら
れ
た 。

県
内
募
金
は 、

世
帯
数
に
基
づ

い
て
郡
市
別
に
割
り
当
て
ら
れ
た 。

例
え
ば
広
島
市
の
場
合 、
一

世
帯

あ
た
り
二
九
O
円 、
比
婆
郡
は
三
五
円
と
し
て
負
担
額
が
算
定
さ
れ
た 。

「
国
立
広
島
総
合
大
学
設
立
資
金
募
集
趣
意
書」

は 、
「
も
と
も
と
国
立

総
合
大
学
で
あ
る
以
上
当
然
国
家
が
そ
の
経
費
(
設
立
後
の
経
常
費
年

額
約
二
億
円
は
国
家
が
負
担
す
る)

は
負
担
す
べ
き
で
あ
る
が
敗
戦
日

本
の
赤
字
状
況
よ
り
し
て
は
到
底
そ
の
力
な
く 、

結
局
こ
れ
は
県
民
わ

れ
わ
れ
に
於
て
寄
付
す
る
の
外
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す 。

し
か
も
本
県

特
に
広
島 、

呉 、

福
山
の
三
市
は
戦
災
に
よ
り

破
壊
さ
れ 、

農
村
亦
不

況
に
瑞
ぎ
税
の
負
担
も
重
く
此
の
上
多
額
の
経
費
を
負
担
す
る
こ
と
は

正
に
血
涙
を
絞
る
の
実
情
に
あ
る
の
で
す
が 、

本
県
百
年
の
興
隆
大
計

の
為
に
は 、

い
か
な
る
困
難
を
も
克
服
し
て
こ
の
際
是
非
平
和
文
化
の

殿
堂
『
広
島
大
学』

の
建
設
を
期
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん 。
」

と
述
べ
て

い
ヲ心。こ

れ
ら
の
募
金
の
ほ
か 、
プ
ロ
野
球
公
式
試
合
(
阪
神
対
東
急) 、
「
広

(広島県目立文書館所蔵)

島
お
ど
り
特
別
公
演」

な
ど
の
特
殊
募
金
や
「
広
島
県
教
育
宝
く
じ」

の
収
益
も 、

大
学
設
立
資
金
に
当
て
ら
れ
た 。

募
金
額
は
一

九
五
二
年

ま
で
で
約
一

億
二
千
万
円 、

五
三
年
以
降
も
県
寄
付
金
に
よ
る
広
島

大
学
の
施
設
整
備
が
な
さ
れ
た 。

写
真
は 、
「
広
島
綜
合
大
学
設
立
資

金
募
集」

の
た
め
に
一

九
四
九
年
五
月一
一一
一
日
に
行
わ
れ
た
プ
ロ
野
球

公
式
試
合
阪
神
対
東
急
戦
の
ポ
ス
タ
ー

で
あ
る
(
五
三・
五
×
二
四・
五

四
) 。

こ
の
ポ
ス
タ
ー

は 、

広
島
県
立
文
書
館
所
蔵
「
国
立
広
島
総
合

大
学
設
立
資
金
募
集
一

件」
(
誇
求
記
号
ω
白
む0・
5
2)

の
な
か
に
収

め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り 、

同
資
料
に
は
こ
の
試
合
に
関
し
て
以
下

の
史
料
も
収
録
さ
れ
て
い
る 。

広
島
綜
合
大
学
設
立
資
金
募
集

日
本
野
球
公
式
試
合

広
島
県

広
島
綜
合
大
学
設
置
期
成
同
盟
会

中
国
新
聞
社

昭
和
二
十
四
年
五
月
二
十
二
日
(
日)

午
后
一

時

阪
神
(
タ
イ
ガ
l

ス)

東
急
(
フ
ラ
イ
ヤ
l

ズ)

日主

催時

チ
l
ム



入
場
料

内
野

団
体

(
大
人)

一

五
O
円

(
小
人)

八
O
円

(
新
制
中
学
以
下)

三
O
円 外

野
(
大
人)

(
小
人)

一

O
O
円

五
O
円

収
入
之
部

計
入

費
場 目

体

団
人 大人 料

金
、 、 、 額O 

四 ムノ、 五 四
O O O O O 、 、 、 、 、
O O O O O 
O O O O O 
O O O O O + 酔 ・+ 酔 酔4 酔 ・ ・ ....... ・ 酔4 酔4酔 酔4・ ・
O O O O O 
O O O O O 

外野
外野 野内 外野 内 備

野
考

一一一 五 一人 三 一 五 一、 O 、 O 、 O 、 O 、 五O 円 O 円 O 円 O O O O O 0 " 0  O 円 O 円O o 0 0 " 0  
人 人 人 人 人

支
出
之
部
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時

問
時

関青ι
円 要 円) 

こ
れ
ま
で
筆
者
は
こ
の
史
料
を
事
業
報
告
書
の
よ
う
に
解
釈
し
て
き

た
料 、

入
場
者
が
千
人
単
位
で
あ
る
こ
と 、

宿
泊
料
が
「
一

人
一

泊
干

円
見
当」

と
概
算
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら 、

こ
れ
は
事
業
計
画
書
と
解

す
る
べ
き
で
あ
ろ
う 。

こ
の
史
料
に
よ
る
と 、

観
客
は
一

万
二
千
人 、

一

二
四
万
円
の
入
場
収
入
が
あ
り 、

う
ち
二
O
万
円
が
募
金
に
因
さ
れ

る
予
定
で
あ
っ
た 。

し
か
し 、

こ
の
翌
五
月
二
三
日
付
『
中
国
新
聞』

に
よ
る
と 、

こ
の
試
合
の
観
客
は
三
万
五
千
余
人 、

グ
ラ
ン
ド

両
翼
に

は
特
別
席
が
も
う
け
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る 。

予
定
の)
二
倍
も
の
観
客

が
詰
め
か
け
た
の
で
あ
り 、

収
支
計
算
も
異
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

推
測
さ
れ
る 。

広
島
大
学
設
立
募
金
に
も
二
O
万
円
以
上
が
ま
わ
さ
れ
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た
可
能
性
が
あ
的 。
郷
土
選
手
が
活
躍
し
た
こ
と
も
あ
り 、

フ
ァ
ン
は

一

投
一

打
に
狂
喜
し
た 。

ち
な
み
に
試
合
は
三
対
O
で
阪
神
の
勝
ち 、

郷
土
出
身
の
藤
村
(
弟)

が
完
封
勝
利
を
収
め
た 。

こ
の
試
合
の
模
様

を
伝
え
た
『
中
国
新
聞』

に
は 、

満
員
の
ス
タ
ン
ド
の
模
様
が
大
き
く

掲
載
さ
れ
て
い
る 。

ま
た 、

前
日
の
五
月一
一
一

日
に
は
福
山
市
に
お
い

て
も 、

福
山
市
・

総
合
大
学
設
立
福
山
期
成
同
盟
会
・

中
国
新
聞
社

主

催
で 、
「
総
合
大
学
設
立
資
金
募
集
日
本
野
球
公
式
試
合」

阪
神
対
東

急
戦
が
福
山
三
菱
電
機
球
場
で
行
わ
れ
た 。

さ
て 、

新
制
広
島
大
学
が
設
立
さ
れ
た
の
は 、
一

九
四
九
年
五
月

三
一

日
の
こ
と
で
あ
っ
た 。

カ
l

プ
の
設
立
も
一

九
四
九
年
な
の
で
あ

る
が 、

こ
れ
は
単
な
る
偶
然
で
は
な
い 。

新
制
広
島
大
学
設
立
資
金
募

集
の
た
め
に
行
わ
れ
た
プ
ロ
野
球
公
式
戦 。

実
は
こ
の
試
合
が
カ
l

プ

設
立
の
伏
線
と
な
っ
た
の
で
あ
る 。

一

九
六
五
年
八
月
五
日
付
『
中
国
新
開

夕
刊』

に
は
「
廃
嘘
か
ら

の
道

広
島
復
興
裏
面
史

二
五

広
島
大
学」

と
し
て
次
の
記
事
が

掲
載
さ
れ
て
い
る 。

大
学
側
の
八
億
円
と
い
う
建
設
費
は
四
億
五
千
万
円
に
お
さ

え
ら
れ 、

県
民
募
金
も
寄
せ
ら
れ
た 。

実
は 、

こ
の
大
学
建
設
基

金
集
め
の
プ
ロ
野
球
が 、

郷
土
球
団
カ
l

プ
を
生
む
き
っ
か
け
に

な
っ
た 。

二
十
三
年
夏 、

広
島
総
合
グ
ラ
ン
ド
で
聞
か
れ
た
基
金

集
め
の
プ
ロ
野
球
は 、

大
入
り
満
員
で 、

入
れ
な
い
フ
ァ
ン
も
い

た 。

当
時 、

広
島
駅
前
の
ヤ
ミ
市
を
め
ぐ
る
ヤ
ク
ザ
の
血
な
ま
ぐ

さ
い
事
件
は 、

広
島
市
民
の
心
を
暗
く
し
て
い
た 。

広
島
は
も
と

も
と
野
球
王
国 。

市
民
は
健
全
な
娯
楽
に
飢
え
て
い
た
の
だ 。

/ 

こ
の
満
員
試
合
の
直
後 、

伊
藤
信
之
広
電
専
務
(
現
社
長)

河

野
義
信
県
総
務
部
長
(
現
県
信
用
保
証
協
会
理
事
長)

伊
藤
豊
広

銀
副
頭
取
(
現
全
園
地
方
銀
行
協
会
顧
問)

の
三
氏
が 、

東
京
か

ら
の
車
中
で
一

緒
に
な
っ
た 。
「
ど
う
も
広
島
の
町
に
は
暗
い
か

げ
り
が
あ
る」
「
健
全
な
娯
楽
が
な
い
か
ら
だ
」
「
ど
う
だ
ろ
う 、

と
き
ど
き
プ
ロ
野
球
を
呼
ぶ
の
で
も
満
員
だ
か
ら 、

県
民
み
ん
な

の
プ
ロ
球
団
を
作
っ
た
ら」

と
思
い
が
け
な
い
会
話
が
か
わ
さ

れ
た 。

そ
し
て
同
席
の
中
国
新
聞
東
京
支
社
河
口
豪
氏
に 、

球
団

結
成
の
下
調
査
が
依
頼
さ
れ
た 。

二
十
五
年
一

月
に
カ
I
プ
が
誕

生
し
た
発
端
で
あ
る 。

平
和
都
市
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・

セ
ン
タ
ー

広
島
大
学
は 、

そ
の
建
設
募
金
集
め
の
お
ま
け
で 、

広
島
カ
l

プ

を
実
現
し
た
こ
と
に
な
る 。

一

九
七
五
年
九
月
三
日
付
『
中
国
新
聞』

の
「
ひ
ろ
し
ま
一

世
紀

九
三

カ
l

プ
誕
生」

に
は 、
「
広
島
に
プ
ロ
野
球
を
つ
く
ろ
う 、

と

い
う
声
が
最
初
に
上
が
っ
た
の
は 、

二
年
前
の
夏 、

広
島
大
学
設
置

基
金
募
集
の
た
め 、

県
営
総
合
球
場
で
行
わ
れ
た
南
海
|

急
映
戦
の
直

後 。
」

と
あ
る 。

こ
の
記
事
の
言
う
二
年
前
は
一

九
四
八
年
で
あ
る
が 、

前
述
し
た
よ
う
に 、

広
島
大
学
設
立
基
金
募
集
の
た
め
に
広
島
市
総
合

グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
プ
ロ
野
球
は 、
一

九
四
九
年
の
阪
神
対
東
急
戦

で
あ
る 。
一

九
四
八
年
の
南
海
対
急
映
戦
は 、

戦
後
広
島
で
初
め
て
行

わ
れ
た
プ
ロ
野
球
の
公
式
試
合
で
あ
り 、
『
中
国
新
聞』

の
二
つ
の
記

事
は 、

こ
れ
と
混
同
し
て
し
ま
っ
て
い
芯 。

『
広
島
県
大
百
科
事
典』

に
は 、

カ
l

プ
設
立
に
つ
い
て
以
下
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
る 。
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一
九
四
九
年
(
昭
和
二
四)
わ
が
国
の
プ
ロ
野
球
が
二
リ
l
グ

に
分
立
し
た
の
を
機
に、
広
島
野
球
ク
ラ
ブ
と
し
て
発
足、
セ
ン

ト
ラ
ル・
リ
l
グ
に
加
盟
し
た。
野
球
界
に
多
く
の
名
選
手
を
送

り、
野
球
熱
の
高
か
っ
た
広
島
に
プ
ロ
野
球
チ
l
ム
を
の
声
は
早

く
か
ら
あっ
た。
東
広
島
市
出
身
で
元
衆
議
院
議
員
の
谷
川
昇、

中
国
新
聞
社
東
京
支
社
通
信
部
長
の
河
口
豪
ら
が
中
心
に
な
り、

関
係
方
面
に
働
き
か
け
た。
楠
瀬
広
島
県
知
事
ら
地
元
関
係
者
も

球
団
設
立
に
賛
同。
谷
川
昇、
築
瀬
新一、
伊
藤
信
之
の
連
名
で

加
盟
申
し
入
れ、
一
-
月
二
八
日
に
正
式
加
盟
し
た。
親
会
社
を

持
た
ず、
県
民
の
球
団
の
性
格
を
強
く
打
ち
出
し、
資
本
金
は
広

く一
般
か
ら
募
集
し
問。

河
口
豪
の
妻ハ
ル
は、
河
口
と
谷
川
と
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る。
「
主
人
は
野
球
好
き
で、
広
島
は
野
球
王
固
な
ん
だ

か
ら、
球
団
が
あっ
て
も
お
か
し
く
な
い
と
口
に
し
て
い
た。‘
谷
川
先

生
と
の
出
会
い
は、
渡
り
に
船
だ
っ
た
の
で
し
ょ
切」。
河
口
と
谷
川

と
の
出
会
い
は一
九
四
九
年
九
月
二
七
日。
中
国
新
関
東
京
支
社
を
訪

れ
た
谷
川
は
構
想
を
明
か
し、
協
力
を
求
め
た。
「
企
業
の
宣
伝
隊
で

な
く、
土
の
利、
人
の
利
で
支
え
て
い
く
球
団
を
つ
く
り
た
い」。
生

き
生
き
と
し
た
口
調
で
ま
く
し
立
て
た
谷
川
の
理
念
に、
河
口
は
共
感

し、
自
ら
ペ
ン
を
執っ
た。
「
ヵ
l
プ」
と
い
う
名
前
は、
翌
日
の
中

国
新
聞
で
初
め
て
活
字
と
な
る。
郷
土へ
の
思
い
が
二
人
の
夢
を一
つ

に
し
た
の
で
あっ
た。

河
口
豪
は、
広
島
に
プ
ロ
野
球
を
設
置
し
よ
う
と
考
え
る
よ
う
に

なっ
た
きっ
か
け
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る。

』

そ
の
こ
ろ、
広
島
で
は、
広
島
大
学
の
設
置、
特
別
平
湘
部
補

の
実
現、
新
し
い
広
島
の
再
建
に、
官
民一
体
と
なっ
て
房
内
吃

続
け
て
い
た、
そ
れ
ら
の
運
動
に
必
要
な
の
は
資
金
で
あっ
た。

そ
の
昔、
広
陵、
広
商
と
の
対
決
野
球
戦
に、
血
道
を
あ
げ
た

広
島
県
民
性、
自
校
が
敗
れ
た
と
い
っ
て
腹
を
切っ
た
者
ま
で
飛

び
出
し
た
熱
狂
性
に
関
係
者
が
目
を
つ
け
た
の
も
無
理
は
ない叫

当
時
の一
リ
1
グ、
日
本
野
球
連
盟
下
の
プ
ロ
野
球
の
華
や
か

さ、
人
気
の
す
ば
ら
し
さ
に
。
こ
れ
だ、
こ
れ
を
利
用
す
る
こ
と

も一
つ

の牛刀
法
だ:・0
と、
なっ
た
の
で
あっ
た。
(
中
略)

広
島
に
は、
何
度
と
な
く、
プ
ロ
野
球
を
迎
え
た
が、
そ
の
都

度
大
入
り
満
員
で、
主
催
者
側
か
ら
喜
ば
れ
た。
な
か
で
も
い
ち

ば
ん
印
象
に
残っ
た
の
は、
広
島
大
学
設
立
基
金
募
集
の
た
め
の

も
の
で
あっ
た。
当
時
県
議
会
の
事
務
局
長
(
の
ち
県
議)
田
口

さ
ん
は
私
を
広
島
駅
頭
に
見
送っ
て
「
あ
り
が
と
う、
あ
り
が
と

う」
と
何
度
も
礼
を
述
べ
ら
れ
た。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
私
は「
広

島
に
プ
ロ
球
団
を」
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る。
(
中

略)も
う
こ
こ
ま
で
く
る
と、
た
だ
ご
と
で
は
な
い。
早
く
プ
ロ
野

球
を
と、
広
島
の
財、
官
界
の
人
た
ち
と、
た
ま
た
ま
列
車
を
と

も
に
し
た
際、
率
直
に
私
見
を
披
露
し
た
と
こ
ろ
賛
成
を
得
た
の

だ
が、
実
際
に
「
さ
あ
や
ろ
う」
と
足
下
か
ら
火
の
つ
く
よ
う
に

持
ち
込
ま
れ
た
の
は、
故
谷
川
昇
氏
で
あっ
た
の
だ。
有
力
な
る

ア
シ
ス
タ
ン
ト
は、
山
口
勲
氏
で
あっ
た。

当
時、
プ
ロ
野
球
興
業
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は、
地
元
新
聞
社
が
介
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入
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た。
「
広
島
綜
合
大
学
設
立
資
金
募
集」
の
た

め
の
プ
ロ
野
球
が
中
国
新
聞
社
と
の
共
催
で
開
催
さ
れ
た
の
は
こ
の
た

め
で
あ
る。
こ
の
試
合
の
招
聴
に
あ
た
づ
た
河
口
豪
は、
カ
ー
ブ
が
設

立
さ
れ
る
と
初
代
球
団
代
表
と
な
る。
カ
l
プ
が
募
金
に
よ
っ
て
経
営

難
を
乗
り
切っ
た
話
は
著
名
で
あ
る
が、
広
島
大、学
の
設
立・
整
備
に

あ
た
っ
て
も、
県
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
募
金
や
県
の
補
助
金
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
た。
新
制
広
島
大
学
創
設
に
か
け
る
県
民
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

野
球
熱
と
が
相
ま
っ
て、
市
民
球
団
カ
1
プ
が
誕
生
し
た
の
で
あっ
た。

カ
ー
ブ
と
広
島
大
学
設
立
と
の
関
係
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い。
新
制

広
島
大
学
設
立
に
あ
た
っ
て
も、
カ
l
プ
設
立
に
あ
た
っ
て
も、
当
時

の
広
島
県
知
事
楠
瀬
常
猪
は
多
大
な
努
力
を
し
た。
楠
瀬
知
事
の
カ
ー

ブ
設
立
に
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て、
河
口
豪
は
「
楠
瀬
知
事
の
全
面

的
協
力」
と
題
し
て
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る。

カ
I
プ
創
設
当
時、
楠
瀬
知
事
は、

「
君
た
ち
に
は
功
労
株
を
差
し
上
げ
る」

と
い
わ
れ
た。
立
派
な
会
社
と
し
て
ス
ク
ス
ク
伸
び
る
も
の
と

考
え
ら
れ
た
か
ら
だ
ろ
う。
も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
株
を
頂
く
の
を

目
的
と
し
て
やっ
た
わ
け
で
は
な
い。
結
果
に
お
い
て
は、
頂
か

な
く
て
よ
か
っ
た。
そ
れ
は
間
も
な
く一
片
の
ク
ズ
紙
と
化
し

た
か
ら
で
あ
る。
知
事
が
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
ま
で
力
を
い
れ、

私
た
ち
の
こ
と
を
考
え
て
く
れ
た
か、
カ
l
プ
に
つ
い
て
は、
故

谷
川
氏
を
は
じ
め
と
す
る
奉
仕
活
動
に
感
銘
さ
れ
た
が、
そ
の
以

前
に、
私
た
ち
が
広
島
大
学
設
置
に
関
し
て
協
力
し
た
こ
と
に、

非
常
に
感
謝
し
て
お
ら
れ
た
か
ら
だ
と
私
は
思
う。

当
時、
県
の
東
京
出
張
所
長
は
沖
野
哲
雄
氏。
こ
の
所
長
を
中

心
に
東
京
に
お
い
て
は
活
発
な
基
金
募
集
が
行
わ
れ、
私
ど
も
ば

こ
れ
に
日
夜
協
力
し
た
も
の
だ。
さ
て、
い
よ
い
よ、
実
現
の
め

ど
が
つ
い
た
が、
か
ん
じ
ん
の
初
代
広
島
大
学
長
の
選
考
に
は
ハ

タ
と
行
き
詰
ま
っ
て
い
た。
白
羽
の
矢
を
た
て
た
人
物
は
固
辞
す

る、
帯
に
短
し
タ
ス
キ
に
長
し
が
実
状
で
あっ
た。
見
る
に
見

か
ね
て
私
は
進
言
し
た
「
森
戸
辰
男
先
生
こ
そ
最
適」
と。
先
生

は
社
会
党
内
閣
で
は
文
相
の
要
職。
次
官
の
伊
藤
日
出
登
氏
(
郷

土
出
身)
や
藤
原
武
夫
理
学
博
士
は、

「
そ
れ
は
名
案。
し
か
し
社
会
党
が
難
物
だ」

と
い
わ
れ
た
が、
党
幹
部
に
つ
い
て
は
知
己
も
あ
り、
私
が
そ

の
任
を
買っ
て
出
た。
故
松
岡
駒士口
氏
を
は
じ
め、
水
谷、
加
藤

(
勘)、
三
宅、
浅
沼、
西
尾
の
諸
氏
を
さ
っ
そ
く
口
説
き
回っ
た。

難
物
は
三
宅
氏
で、
こ
の
三
宅
氏
は、
浅
沼
氏
を
動
か
し
て
攻
略。

藤
原
博
士
や
郷
土
出
身
の、水
井
浩
氏
ら
が、
こ
れ
ら
と
会
見
し

て、
やっ
と
党
側
だ
け
は
O
K
と
な
り、
引
き
続
き
学
者
グ
ル
ー

プ
の
協
力
を
要
請
し
た
の
だ。
こ
の
こ
ろ
の
藤
原
博
士
ら
の
活

躍
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あっ
た。
森
戸
先
生
は
知
ら
ず、
先
生

令
姉、
故
夫
人
は
わ
れ
わ
れ
の
動
き
に
心
か
ら
感
謝
さ
れ
た
も
の

だ。
か
く
し
て
初
代
学
長
に
先
生
を
迎
え
た
の
で
あ
る。
大
学
設

置
は
楠
瀬
知
事
の一
大
功
績。

「
よ
し、
こ
ん
ど
は
カ
l
プ
の
た
め
に」

と
知
事
が
大
き
くハ
ダ
を
脱
い
で
く
れ
た
の
で
あ
る。
カ
ー
ブ

誕
生
ま
で
の
日
数
は、
大
学
に
比
し
て
は
二
分
の一
で
あっ
た
が



労
苦
に
つ
い
て
は
差
異
は
な
か
っ
た。
新
聞
社
員
で
あっ
た
が
た

め
の
私
の
幸
せ
で
あ
り、
生
涯
の
思
い
出
と
し
て
残
る
こ
と
に

なっ
た。

河
口
豪
は、
広
島
大
学
長
森
戸
辰
男
誕
生
の
立
役
者
で
も
あっ
た
の

で
あ
る。
新
聞
記
者
と
し
て
の
人
脈
を
生
か
し
た
見
事
な
活
躍
で
あっ

た。
こ
れ
ま
で
の
広
島
大
学
史
研
究
で
は、
社
会
党
を
い
か
に
説
得
し

て、
広
島
大
学
長
森
戸
辰
男
が
誕
生
し
た
か
が
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
問。
「
民」
が
新
制
広
島
大
学
設
立
に
果
た
し
た
役
割
の
大
き
さ

を
再
認
識
さ
せ
る
事
実
で
あ
る。
こ
れ
は、
ヵ
1
プ
か
ら
広
島
大
学
に

ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
結
果
の
新
事
実
な
の
で
あ
り、
た
だ
単
に
大
学
や
県・

市
の
動
向
の
み
か
ら
で
は
伺
い
知
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
こ
と
な
の

で
あ
る。

原
爆・
戦
争
か
ら
復
興
し、
「
文
化
国
家」
と
し
て
の
広
島
を
再
建

す
る
に
あ
た
っ
て、
新
制
広
島
大
学
と
カ
l
プ
は
車
の
両
輪
と
し
て
の

役
割
を
持っ
て
い
た
の
で
あ
る。
こ
れ
は一
人
広
島
大
学
の
み
で
は
な

く、
全
国
の
多
く
の
国
立
大
学
に
共
通
す
る
事
象
で
あ
ろ
切。
現
在
の

大
学
は、
気
軽
に
「
地
域
社
会へ
の
貢
艇」
な
ど
と
い
う
言
葉
を
用
い

る
が、
新
制
大
学
発
足
時
に
立
ち
返っ
て、
地
域
と
大
学
と
の
関
係
に

つ
い
て
再
考
す
る
必
要
が
あ
る。
原
爆
か
ら
の
復
興
と
い
う
人
類
史
的

課
題
を
背
負っ
て
設
立
さ
れ
た
広
島
大
学
に
お
い
て
は、
な
お
さ
ら
の

こ
と
で
あ
る。

-9一

カ
I
プ
応
援
歌
と
広
島
高
師
応
援
歌

広
島
カ
I
プ
が
得
点
を
入
れ
た
時
と
勝
利
を
収
め
た
時
に
は、
「
宮

島
さ
ん
の
神
主
が、
お
み
く
じ
引
い
マ
申
す
に
は、
今
日
も
カ
1
プ
は、

勝
ち
勝
ち
勝
ち
勝
ち」
と
応
援
歌
「
宮
島
さ
ん」
が
高
ら
か
に
歌
わ
れ

る。
こ
の
「
宮
島
さ
ん」
は、
果
た
し
て
カ
I
プ
応
援
団
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
創
設
に
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か。

童
謡「
花
咲
爺」
の
替
え
歌
に
な
る「
宮
島
さ
ん」。
実
は「
宮
島
さ
ん」

は
戦
前
期
に
す
で
に
広
島
高
等
師
範
学
校
の
応
援
歌
と
し
て
歌
わ
れ
て

い
た
も
の
で
あ
る。

昭
和
二
O
年
に
広
島
高
等
師
範
学
校
を
卒
業
し
た
宮
崎
三
郎
氏
の
令

嬢
に
よ
る
と、
戦
前
か
ら
広
島
高
師
で
は
「
宮
島
さ
ん」
が
歌
わ
れ
て

お
り、
宮
崎
三
郎
氏
は
卒
業
後
も
こ
と
あ
る
ご
と
に
こ
の
歌
を
歌っ
て

い
た
と
い
う
(
二
O
O
四
年
七
月一
五
日
に
聴
取)。
広
島
高
師
の
歌

詞
は
「
宮
島
さ
ん
の
神
主
が、
お
み
く
じ
引
い
て
申
す
に
は、
今
日
も

高
師
は、
勝
ち
勝
ち
勝
ち
勝
ち」
で
あっ
た。
カ
ー
ブ
の
「
宮
島
さ
ん」

は、
広
島
高
師
の
「
高
師」
を
吋
カ
l
プ」
に
置
き
換
え
た
だ
け
の
も

の
な
の
で
あ
る。
広
島
高
師
の
「
校
友
会
歓
迎
会
は
厳
島
神
社
で
行
わ

れ泊
同
社
の
正
殿
で
新
入
生
で
あ
る
我
一々
人一
人
に
鼻
の
先
に
金
の

御
幣
を
宮
司
が
ぺ
こ
ん
ぺ
こ
ん
と
音
を
立
て
て
く
れ
た
の
ち、
弥
山
に

登
つ」
っ
て
い
問。
こ
う
し
た
広
島
高
師
と
宮
島
と
の
密
接
な
関
係
か

ら、
応
援
歌
「
宮
島
さ
ん」
は
誕
生
し
た
の
で
あ
ろ
う。

広
島
市
中
区
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に
は
「
広
島
に
古
く
か
ら
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伝
わ
る
応
援
歌」
と
し
て
「
宮
島
さ
ん」
の
銘
板
が
設
置
さ
れ
て
い
る。

そ
こ
に
は
「
宮
島
さ
ん
の

神
主
が
お
み
く
じ
引
い
て

申
す
に
は

(田)

い
つ
も、
、
、

勝
ち
勝
ち
勝
ち
勝
ち」
と
刻
ま
れ
て
い
る。

戦
前
期、
広
島
高
等
師
範
学
校、
広
島
高
等
工
業
学
校
〔
広
島
工
業

専
門
学
校)、
広
島
高
等
学
校
の
広
島
市
内
に
存
在
し
た
旧
制
専
門
学

校
(
高
等
学
校)
の
間
で
は、
三
高
専
対
抗
戦
が
開
催
さ
れ
て
い
た。

広
島
高
師
の
「
宮
島
さ
ん」
は、
こ
の
よ
う
な
対
抗
戦
の
場
で
歌
わ
れ

た
の
が
最
初
で
は
な
か
ろ
う
か。
そ
れ
が
そ
の
後
広
島
市
周
辺
や
高
師

出
身
教
員
の
赴
任
先
に
伝
播
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か。

現
在
で
も、
高
校
野
球
の
応
援
で、
広
島
県
立
広
島
商
業
高
等
学
校

が
「
宮
島
さ
ん」
を
歌っ
て
い
る。
高
校
野
球
に
お
い
て
は、
広
島
商

高
「
宮
島
さ
ん」
が
著
名
な
た
め、
広
島
市
内
の
高
校
で
は
「
宮
島
さ

ん」
を
歌
う
学
校
は
ほ
と
ん
ど
な
い。
こ
れ
は、
広
島
商
高へ
の
対
抗

で、
同
じ
曲
を
使
わ
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か。
旧
制
中
学
時
代
か
ら

広
島
商
業
の
最
大
の
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
広
陵
高
校
に
「
も
し
も
広
陵
負

け
た
な
ら:・」
と
い
う
「
裏バ
ー
ジ
ョ
ン
宮
島
さ
ん」
が
存
在
す
る
こ

と
は、
こ
の
推
測
の
証
左
と
な
ろ
う。
広
島
高
師
↓
広
島
商
高
↓
カ
l

プ
と
い
う
の
が、
「
宮
島
さ
ん」
伝
播
の
ル
I
ト
で
は
な
か
ろ
う
か。

応
援
歌
「
宮
島
さ
ん」
は、
広
島
県
内
の
み
な
ら
ず、
県
外
に
も
波

及
し
て
い
る。
愛
媛
県
立
今
治
西
高
等
学
校
で
は、
「
吹
上
さ
ん
の
神

主
が、
お
み
く
じ
引
い
て一一一面、つ
こ
と
に
や、
西
高
必
ず、
勝
つ
勝
つ
勝

つ
勝
つ」
と
い
う
歌
詞
で
歌
わ
れ
て
い
る。
吹
上
さ
ん
と
は、
今
治
市

に
鎮
座
す
る
吹
上
神
社。
か
つ
て
今
治
西
高
の
応
援
団
長
は、
実
際
の

吹
上
神
社
神
主
の
装
束
を
着
て
応
援
団
を
リ
ー
ド
し
て
い
た
今
治
西
高

の
歌
詞
の
場
合
は、
広
島
高
師
と
カ
l
プ
ほ
ど
そっ
く
り
で
は
な
い
が、

や
は
り
広
島
高
師
応
援
歌
の
変
形
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る。

愛
媛
県
で
も、
広
島
高
師
の
応
援
歌
が
歌
わ
れ
て
い
る。
鹿
児
島
県

で
も
歌
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る。
こ
の
事

実
を
思
う
と
き、
そ
の
理
由
と
し
て
広
島
高
師
出
身
教
員
の
赴
任
先
と

(国)

の
相
関
関
係
が
想
起
さ
れ
る
の
で
あ
る。
応
援
歌
「
宮
島
さ
ん」、
一

見
取
る
に
足
ら
な
い
こ
と
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が、
学
生
文
化

の
社
会
的
波
及
と
言っ
た
観
点
か
ら
も、
教
育
学
研
究
の
対
象
と
し
て

取
り
上
げ
る
べ
き
課
題
で
も
あ
ろ
う。

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
へ
行
こ
う

ー
わ
た
し
の 、
あ
な
た
の 、
そ
し
て

《
み》
ん
な
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
|

広
島
カ
l
プ
設
立
に
あ
た
っ
て、
広
島
県
は
五
百
万
円
を
出
資
し

た。
楠
瀬
知
事
が
カ
l
プ
設
立
に
全
面
的
な
協
力
を
し
た
こ
と
に
つ
い

て
は
前
述
し
た。
官
民一
体
と
なっ
て
設
立
さ
れ
た
日
本
唯一
の
「
市

民
球
臨」
カ
l
プ
の
歩
み
を
理
解
す
る
た
め
に
は、
行
政
文
書
は
不
可

欠
な
史
料
の
は
ず
で
あ
る。
し
か
し、
こ
れ
ま
で
カ
l
プ
の
歴
史
を
記

述
す
る
に
あ
た
っ
て、
行
政
文
書
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
は、
管
見
の
限

り
で
は
見
あ
た
ら
な
い。
お
そ
ら
く、
こ
れ
ま
で
全
く
存
在
し
な
か
っ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か。
行
政
文
書
や
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
い
う
と、
そ

れ
を
利
用
す
る
の
は
特
別
な
限
ら
れ
た
人
た
ち
(
限
ら
れ
た
人
の
多
く

は
歴
史
研
究
者)
と
思
い
が
ち
で
あ
り、
事
実
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
こ
れ
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ま
で
は
そ
の
よ
う
な
利
用
し
か
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た。
こ
れ
は、
歴

史
研
究
者
に
よ
る
近
世
史
料
を
中
心
と
す
る
史
料
保
存
運
動
に
よ
っ
て

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
設
立
さ
れ
て
き
た
こ
と
の
限
界・
悪
影
響
で
あっ

た
(
勿
論、
史
料
保
存
運
動
が
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
設
立
に
果
た
し
て
き
た

役
割
や
当
事
者
の
方
た
ち
の
努
力
は
高
く
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い)。
ア
ー
カ
イ
ブ'
ズ
は、
ヵ
l
プ
フ
ァ
ン
が
気
軽
に
訪
れ、
そ
の
「
マ

ニ
ア
的」
な
興
味
に
乗っ
取っ
て
調
査
で
き
る
場
所
で
あっ
て
も
い
い

(訂)

の
で
みの
る。

広
島
県
立
文
書
館
が
所
蔵
す
る
行
政
文
書
の
中
に
は、
本
稿
で
紹
介

し
た
「
広
島
綜
合
大、学
設
立
資
金
募
集」
の
た
め
に
開
催
さ
れ
た
プ
ロ

野
球
公
式
試
合
阪
神
対
東
急
戦
の
ポ
ス
タ
ー
を
は
じ
め
と
し
て、
多
く

の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
な
文
書
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る。
阪
神
対
東
急
戦
の
ポ
ス

タ
ー
の
モ
デ
ル
は、
呉
市
出
身
の
阪
神
の
ス
タ
1・
初
代
ミ
ス
タ
ー
タ

イ
ガ
l
ス
藤
村
富
美
男
で
は
な
か
ろ
う
か
と
筆
者
は
想
像
し
て
い
る。

ポ
ス
タ
ー
の
顔
は
藤
村
富
美
男
に
似
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が、
右

バ
ッ
タ
ー
と
い
う
こ
と
も
あ
り、
当
時
の
広
島
の
人
々
は
郷
土
出
身
の

ス
タ
l・
藤
村
富
美
男
と
重
ね
合
わ
せ
て
見
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か。
残
念
な
が
ら、
こ
の
想
像
を
裏
付
け
る
史
料
は
見
つ
け
ら
れ
て
な

い
の
で
あ
る
が、
一
枚
の
ポ
ス
タ
ー
か
ら
だ
け
で
も、
野
球
フ
ァ
ン
の

想
像
力
は
際
限
な
く
広
がっ
て
い
く
の
で
あ
る。

広
島
県
立
文
書
館
平
成一
三
年
度
収
蔵
文
書
展
「
広
島
戦
後
の
記

録一
九
四
五
|一
九
七
O」
(
二
o
o-
-年一
O
月
二
二
日
1一一一
月

三
七
日、
数
野
文
明
担
当)
で
は、
本
稿
で
紹
介
し
た
ポ
ス
タ
ー
や
野

球
く
じ
の
ポ
ス
タ
ー
な
ど、
野
球
フ
ァ
ン
の
興
味
を
引
く
展
示
が
な
さ
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れ
て
い
た。
野
球
フ
ァ
ン
よ、
カ
l
プ
フ
ァ
ン
よ、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
へ

一
行
こ
う
で
は
な
い
か。
そ
し
て、
自
ら
の
ひ
い
き
チ
l
ム
の
歴
史
に

つ
い
て、
生
の
資
料
に
触
れ
て、
自
ら
の
手
で
検
証
し
よ
う
で
は
な
い

(盟)カ
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は、
自
ら
が
歴
史
研
究
者
の
た
め
だ
け
の
施
設
で
は

な
く、
そ
の
親
組
織
の
構
成
員
と
と
も
に一
般
市
民
共
通
の
た
め
の
施

設
だ
と
強
く
意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。
情
報
公
開
が
求
め
ら
れ
て

い
る
今
日
に
お
い
て
は、
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
る。
早
川
和
宏
は、「
情

報
公
開
制
度
の
進
展
に
伴
い、
公
文
書
館
制
度
は、
従
前
の
歴
史
家
の

た
め
の
施
設
か
ら
国
民
や
住
民
の
た
め
の
施
設へ
と
大
き
く
変
容
を
遂

げ
つ
つ
あ
組。」
と
述
べ
て
い
る。
ま
た、
白
井
哲
哉
は
近
代
以
降
の

日
本
で
文
書
館
利
用
者
は
誰
を
想
定
し
得
た
か
を
考
察
し、
「
現
在
の

文
書
館
は、
今
や一
部
の
研
究
者
や
組
織
体
構
成
者
の
た
め
の
記
録
保

管
所
で
は
な
く、
不
特
定
多
数
の
市
民
が
あ
る
地
域
や
組
織
体
に
関
す

る
過
去
の
姿
を
知
る
た
め
の
窓
口
と
な
り
つ
つ
あ
る。」
と
指
摘
し
て

(却)
い
る。一

般
市
民
が
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
気
軽
に
利
用
で
き
る
た
め
に
は、

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
側
の
受
け
入
れ
態
勢
を
充
実
す
る
必
要
が
あ
る。
誰
も

が
特
定
の
目
的
に
関
す
る
文
書
に
容
易
に
到
達
で
き
る
よ
う
に、
ガ
イ

ド、
目
録、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
検
索
シ
ス
テ
ム
(
詳
細
で
あ
れ
ば

あ
る
ほ
ど
望
ま
し
い)
の
整
備
は、
一
般
の
人
の
利
用
を
促
す
上
で
不

可
欠
の
要
件
で
あ
封。
ま
た、
ア
l
キ
ビ
ス
ト
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
能
力

(担)

も
関
わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う。

近
年、
日
本
で
も
よ
う
や
く
展
示
な
ど
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
普
及
活
動

に
関
す
る
議
論
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
なっ
た
が、
こ
の
議
論
に
先
便
を

付
け
た
森
本
祥
子
は、
こ
れ
ま
で
日
本
で
普
及
活
動
が
唆
味
に
し
か
位

置
づ
け
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
理
由
の一
つ
と
し
て、
「
利
用
者
を
伝
統

的
に
イ
コ
ー
ル
歴
史
研
究
者
と
し
て
考
え
て
き
た
こ
と」
を
指
摘
し
て

肝
る。
ま
た、
森
本
は
文
書
館
独
自
の
視
点
と
は、
「
多
様
な
利
用
者

層
を
想
定
し
た
目
録
編
成
や
検
索
手
段
の
整
備、
記
録
媒
体
の
多
様
化

へ
の
対
応
な
ど、
様
々
な
業
務
が
相
互
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
を
前
提

と
し
て
様
々
な
業
務
を
こ
な
す、
と
い
う
視
点
で
あ
る。
こ
の
よ
う
な

視
点
を
もっ
て
は
じ
め
て
普
及
活
動
は
文
書
館
に
と
っ
て
有
益
な
も
の

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
得
る。」
と
も
指
摘
し
て
い
お。
ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
に
お
け
る
普
及
活
動
は、
今
後
さ
ら
に
理
論
的
検
討
と
実
践
を
進
め

る
べ
き
課
題
で
あ
る。

、

さ
て、
第
二
章
で
は、
応
援
歌
4
宮
島
さ
ん」
の
起
源
と
広
が
り
に

つ
い
て
考
察
し
た。
現
代
人
の
何
気
な
い
現
代
生
活
の
営
み
も、
貴
重

な
歴
史
に
ほ
か
な
ら
な
い。
広
島
高
師
の
「
宮
島
さ
ん」
な
ど、
当

時
の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
す
ぎ
て
記
録
に
は
残
さ
れ
て
い
な

い。
こ
う
い
っ
た
面
で
の
証
言
は
実
に
貴
重
で
あ
り、
一-
般
市
民
に
そ

の
こ
と
の
重
要
性
に
気
づ
い
て
も
ら
い、
証
言
を
記
録
と
し
て
残
す
こ

と
も、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
重
要
な
役
割
で
あ
る。
本
稿
で
述
べ
た
広
島

高
師
の
「
宮
島
さ
ん」
は、
資
料
受
贈
時
の
雑
談
の
中
で
話
さ
れ
た
こ

と
で
あ
る。
受
贈
資
料
に
つ
い
て
は、
た
だ
単
に
資
料
目
録
を
作
る
の

み
で
な
く、
そ
の
資
料
に
ま
つ
わ
る
多
種
多
様
な
情
報
を
記
録
し
て
お

く
必
要
が
あ
る。

「
宮
島
さ
ん」
の
銘
板
が
広
島
市
中
区
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
設
置
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さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
第
二
章
で
紹
介
し
た。
こ
の
銘
板
設
置

の
経
緯
に
つ
い
て
中
区
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ

ろ、
セ
ン
タ
ー
に
は
関
係
文
書
が
存
在
し
て
お
ら
ず
理
由
は
わ
か
ら
な

い
と
の
こ
と
で
あっ
た。
広
島
市
に
は一
九
七
七
年
に
設
置
さ
れ
た
広

島
市
公
文
書
館
が
存
在
す
る。
し
か
し、
同
館
に
引
き
継
が
れ
る
の
は

市
長
部
局
の
文
書
の
み
で
あ
り、
各
行
政
委
員
会
や
財
団
の
文
書
は
引

き
継
が
れ
な
い。
中
区
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
は
広
島
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

と
い
う
財
団
所
管
で
あ
る
た
め、
そ
の
文
書一
が
公
文
書
館
に
引
き
継
が

れ
る
こ
と
は
な
い。
な
ぜ、「
宮
島
さ
ん」
の
銘
板
が
設
置
さ
れ
て
い
る

の
か。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
広
島
市
は、
未
来、水
劫
に
渡っ
て
説
明
責

任
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る。

な
お、
中
区
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
か
ら
は、
宮
本
正
夫
元
広
島
市
議

会
議
員
が
「
宮
島
さ
ん」
銘
板
に
関
与
さ
れ
た
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ

い
た。
そ
こ
で、
宮
本
正
夫
氏
の
ご
子
息
で
あ
る
宮
本
健
司
広
島
市
議

会
議
員
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ、
健
司
氏
の
お
子
様
で
あ
る
宮
本
和

味
氏
か
ら
丁
寧
な
回
答
を
い
た
だ
い
た。
宮
本
正
夫
氏
は、
一
九
四
七

年
以
来一
二
期
に
渡っ
て
広
島
市
議
会
議
員
を
勤
め、
こ
の
間
三
度
も

議
長
職
を
勤
め
た。
正
夫
氏
は
二
0
0
0
年
に
亡
く
なっ
て
お
り、
そ

の
時
に
関
係
資
料
は
処
分
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る。
健
司
氏
は
「
宮

島
さ
ん」
の
歌
自
体
に
つ
い
て
は
勿
論
ご
存
じ
で
あ
る
が、
銘
板
設
置

の
経
緯
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あっ
た。
宮
本
正

夫
氏
は
生
前、
資
料
を
大
切
に
保
管
さ
れ
て
お
り、
亡
く
なっ
た
時
に、

ご
遺
族
が
捨
て
る
の
を
跨
踏
す
る
ほ
ど
で
あっ
た
と
の
こ
と
で
あ
る。

宮
本
正
夫
氏
は
『
宮
本
正
夫
議
員
生
活
四
十
人
年
を
回
顧
し
て』

(一
九
九
四
年)
と
い
う
本
を
執
筆
し
て
い
る
が、
こ
の
本
に
も
「
宮

島
さ
ん」
銘
板
に
つ
い
て
の
記
述
は
見
ら
れ
な
い。
た
だ、「
宮
島
さ
ん」

銘
板
は
「
電
柱
モ
ニ
ユ
メ
ン
ト」
と
併
設
さ
れ
て
お
卵、「
電
柱
モ
ニ
ユ

メ
ン
ト」
に
つ
い
て
の
記
述
は
見
ら
れ
る。
中
区
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

は、
広
島
大
学
工
学
部
跡
地
に
あ
り、
こ
の
地
は
か
つ
て
広
島
工
業
専

門
学
校
(
広
島
高
等
工
業
学
校)
の
敷
地
で
あっ
た。
広
島
大
学
の
統

合
移
転
に
よ
っ
て
工
学
部
の
建
物
は
壊
さ
れ
て
い
っ
た
が、
そ
の
あ
と

に
残っ
た
の
は
電
柱
ば
か
り
で
あっ
た。
宮
本
氏
は
「
公
園
も
で
き
た

こ
と
だ
し、
何
と
か
し
て
最
後
ま
で
残
さ
れ
た
こ
の
電
柱
を
中
心
に
し

て
モ
ニ
ユ
メ
ン
ト
を
作
り、
あ
る
い
は、
五
十
年
先
に
闘
い
て
頂
く
カ

プ
セ
ル
を
保
存
し
た
い
と
考
え」
た。
こ
う
し
て
千
成
瓢
箪
を
先
端
に

つ
け
た
「
電
柱
モ
ニ
ユ
メ
ン
ト」
で
き
あ
がっ
桟。
そ
の
脇
に
設
置
さ

れ
た
の
が
「
宮
島
さ
ん」
銘
板
で
あっ
た。
「
宮
島
さ
ん」
銘
板
は
広

島
大
学
工
学
部へ
の
惜
別
の
記
念
碑
で
あっ
た
と
も
考
え
ら
れ
る。
中

区
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
と
い
う
運
動
施
設
に
立
て
ら
れ
た
た
め、
応
援

歌
で
あ
る
「
宮
島
さ
ん」
が
選
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う。
そ
の
歌
が、
広

島
大
学
工
学
部
の
前
身
で
あ
る
広
島
工
業
専
門
学
校
(
広
島
高
等
工
業

学
校)
の
ラ
イ
バ
ル
で
あっ
た
広
島
高
等
師
範
学
校
の
応
援
歌
で
あっ

た
こ
と
に
歴
史
の
皮
肉
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
れ
な
い。
い
ず
れ
に
せ

よ、
「
宮
島
さ
ん」
銘
板
は、
広
島
大
学
(
前
身
校
を
含
む)
と
地
域

社
会
と
の
深
い
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
の
で
あ
る。

四
八
年
の
長
き
に
渡っ
て
広
島
市
議
会
議
員
を
勤
め
た
宮
本
正
夫
氏

は、
資
料
を
大
切
に
保
管
し
て
い
た。
宮
本
和
味
氏
は
筆
者
宛
の
私
信

で、
「
亡
く
な
る
前
に
文
書
の
保
存
に
つ
い
て
知っ
て
い
れ
ば
と
残
念
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に
思
い
ま
す」
と
述
べ
て
い
る。
首
長
や
議
長
な
ど
の
公
職
に
就
い
て

い
た
人
の
公
務
に
関
す
る
個
人
文
書
の
公
文
書
館
で
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
は
議
論
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
料、
筆
者
は
公
文
書
館
で
所

蔵
す
る
べ
き
だ
と
考
え
る。
近
世
の
庄
屋
文
書
の
み
な
ら
ず
商
家
文
書

等
の
民
間
所
在
資
料
を
所
蔵
し
て
い
る
公
文
書
館
に
お
い
て、
現
代
の

公
務
に
関
わ
る
個
人
文
書
を
公
文
書
で
は
な
い
と
し
て
収
蔵
し
な
い
の

は、
本
末
転
倒
の
話
で
あ
る。

第一
五
九
回
国
会
に
お
け
る
小
泉
純一
郎
内
閣
総
理
大
臣
の
施
政
方

針
演
説
(
二
O
O
四
年一
月一
九
日)
で
は、
「
政
府
の
活
動
の
記
録

や
歴
史
の
事
実
を
後
世
に
伝
え
る
た
め、
公
文
書
館
に
お
け
る
適
切
な

保
存
や
利
用
の
た
め
の
体
制
整
備
を
図
り
ま
す。」
と
述
べ
た。
内
閣

府
に
は、
「
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文
書
等
の
適
切
な
保
存・
利

用
等
の
た
め
の
研
究
会」
(
内
閣
府
大
臣
官
房
長
主
催、
二
O
O
三
年

五
月
j一一一
月
開
催)、
「
公
文
書
等
の
適
切
な
管
理、
保
存
及
び
利
用

に
関
す
る
懇
談
会」
(
内
閣
官
房
長
官
主
催、
二
O
O
三
年一
二
月
1

二
O
O
六
年
六
月
開
催)
が
置
か
れ、
同
懇
談
会
か
ら
は
『
公
文
書
等

の
適
切
な
管
理、
保
存
及
び
利
用
の
た
め
の
体
制
整
備
に
つ
い
て

よ木

来
に
残
す
歴
史
的
文
書・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
充
実
に
向
け
て
l』
お
よ

び
『
中
間
段
階
に
お
け
る
集
中
管
理
及
び
電
子
媒
体
に
よ
る
管
理・
移

管・
保
存
に
関
す
る
報
告
書』
と
題
す
る
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た。
国

会
に
お
い
て
は、
二
O
O
五
年
三
月
三
O
日
に、
福
田
康
夫
元
官
房
長

官
を
代
表
と
す
る
公
文
書
館
推
進
議
員
懇
談
会
が
発
足
し
的。
地
方
議

会
に
お
い
て
も
同
様
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る。

さ
て、
本
稿
で
は一
利
用
者
の
立
場
か
ら、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
つ
い

て
論
じ
て
き
た。
北
川
健
は、
文
書
館
(
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ)
の
コ
ン
セ

プ
ト
と
し
て「
三
つ
の《
み》」
を
提
唱
し
た。
「
①『
み
ず
か
ら
が:・』『
み

ず
か
ら
の:・』
文
書
記
録
の
保
存
公
開
②
あ
ま
ね
く『
み
ん
な
の・:』

た
め
に、
の
文
書
記
録
の
保
存
公
開
③
遠
く
『
み
ら
い
(
未
来)
に

(甜)

:・』
向
け
て、
の
文
書
記
録
の
保
存」
が
そ
れ
で
あ
る。
利
用
者
の
立

場
か
ら
言
う
な
ら
ば、
み
ず
か
ら
の
《
み》
は
行
政
組
織
体
み
ず恥
ら

の
《
み》
の
み
で
な
く、
市
民
み
ず
か
ら
の
《
み》
で
も
あ
る。
こ
の

意
味
に
お
い
て、
み
ず
か
ら
の
《
み》
は
み
ん
な
の
《
み》
と
同
義
な

の
で
あ
り、
そ
れ
は
わ
た
し
の、
あ
な
た
の、
そ
し
て
《
み》
ん
な
の、

《
み》
ら
い
(
未
来)
の、
現
在
の
た
め
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
な
の
で
あ
る。

さ
あ、
《
み》
ん
な
で
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
扉
を
開
け
よ
う
で
は
な
い
か。

〔註〕
(1)
球団
名は 、
広島野球クラブ(一
九四九年 、
愛称は広島カ1プ) 、

広島カ
lプ(一

九五五
年) 、
広島東洋カlプ(一
九六七
年)
と

変遷したが 、本稿では「広島カlプ」
と
表記する 。
なお 、
広島カー

ブは財界の協力によ
り運営されていたが 、
一
九六七年一
二
月に

経営母体が東洋工
業に一
本化されたことにより 、
広島東洋カl

プと名称変更された 。

(2)
『
広
大
フ
ォ
ー
ラム』
三一一
!|六(

三
六
三) 、
二
O
O一
年 、

日比G・\\
一宮自由-EHgES中戸山己匂\
宮出\ロロ
En\Eg
門庄」oEB\一ω8.

宮白玉gZ目P
宮
晋\\FOB巾-HH-円gEB守口-R-芯\同CEB\ω
Mγ町、uc

F
t出-。

(3)
『広島県立文書館だより』
一
七 、二
OO一
年 。

(4)
『広大フォ
ーラム』一一一一一一
ーー一一一(一

三ハ六) 、
二OO一
年 、
宮8・\\
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FDB叩UEHD日在日間IF2・芯\『
E\ロロ
En\E円D
E「同D
EB\ω自由-ZE-

ze
v\\FOB伊
EH・2
E包中口問己ロ\同GEg\ωω・ω\日0・
FCH己 。

(5)
資料保存・
公闘機関について 、
日本では
文書館(もんじよ
か

ん) 、
文書館(ぶんしよ
かん) 、
公文書館(こ
うぶんしよ
かん)

のい
ずれがふさわしいかとい
う議論がなされてきたが 、
本稿で

はこれに立ち入らない 。
また 、
白HnE〈目印
のカタカナ表記は 、
アー

カイブズ 、
アlカイヴズ 、
アーカイブス 、
アlカイヴス 、
アー

カイブ 、
ア1カイヴなど 、
色々
な表記が当てられてきたが 、
本

稿ではアーカイブズと
表記することに
する 。
これには
特別な理

由はなく 、
向島守g
の日本語表記につい
てご意見をお持ちの方

には
是非ご
教示いただきたい 。
なお 、
国立国語研究所は 、
外来

語言い
換えのなかで「アーカイブ」
についても取り上げ 、「アー

カイブ」
の一言い
換え語として「記録保存」 、
「記録保存館」
の
名

称を提案するとともに 、
「施設や
機関を指す場合 、
国や自治体

が公文書を
保存・
管理するものは
『公文書館』 、
企業などが文

書を
保存・
管理するものは
「文書館』
と
言い
換えることが適

切になる 。
歴
史資料の
場合は
『史料館」
と
言い
換えることも

できる 。」「一
般には 、
『アーカイブ」
の
語形が
多く用い
られ
る

が 、
専門語としては「アーカイブズ』
の語形が用い
られること

もある 。」「公的な機関が 、
記録や資料 、
施設の
名称に
『アーカ

イブ」
を用いる
場合は 、
説明を付与するなどの
配慮が必要であ

るよ
とめ
手引を示している(独立行政法人国立国語研究所ウエ

ブサイト
宮
晋\\唱唱唱宵O
庄内
g間三司\
宮σロロ\同色円曲目向。\、H，m-
Eq

dg丘町\RnF守町・同g・宮田]) 。
なお 、
「アーカイブズ」
とい
う言葉

につい
ては 、
森本祥子「アーカイブシス
テム
の構築をめざし

て」『アーカイブズ」
九、二
OO二
年 、
参照 。
ちなみに
筆者は 、

アーカイブズの訳語として 、
歴史学を連想させる「史料」
を用

いることには反対する 。
これについては 、
梅村郁夫「一
九九0

年代のアーカイブズ
理
解につい
て」『山口
県文書館研究紀要』

二
O 、一
九九三
年 、
富永一
也「われわれのアlカイヴズ」
「京都

大学大学文書館研究紀要』
二 、二OO四年 、
参照 。

(6)
新制広島大学設立運動と
設立過程については 、
特に断らない

限り 、
広島大学二
十五
年史編集委員会編
『広島大学二十五
年史

通史』
広島大学 、
一
九七九年 、
による 。

(7)
一
九四人
年人月 、
広島大学文書館所蔵 。

(8)
前掲『広島大学二
十五
年史
通史』
所収 。

(9)
菅真城「カ
lプと

広
島
大学」
『広
大フォ
ー
ラム』一一一一一
|六

(三六三) 、
二OO一
年 。

(日)
ただし 、
当時の
広島市綜合グラン
ドに特別席を増設したとし

ても三
万五
千人もの
収
容能力が
あっ
たとは
考えられない 。
ち

なみに 、
現在の
広島市民
球場の
収容人数は三
万二
千人 、
広島

県総合グラン
ド野球場(本稿で

取り上
げた
広島市総合グ
ラン

ド)
は一
万三二五O人である 。
したがっ
て 、
中国新聞が
伝える

三
万五
千人は正確な人数かど
うか
信用しがたい
ところがある 。

この
数字には 、
客席には入れなかっ
たが試合観戦に訪れた人を

含んでいると
考えざるを得ない 。
少なくとも 、一二
万五
千人の
す

べ
てが有料入場者であっ
たとは
考えがたい 。

(U)
『中国新聞
備後版』
一
九四九年五
月七日 。

(ロ)
金桝晴海「広島東洋カ1プ」
『広島県大
百科事典
下巻』
中

国新聞社 、
一
九人二
年 。

(
日)
「
我
ら
カ
l
プ
人
|(1)

廃
虚
の
街に
希
望
を」
「
中
国
新
聞』

一
九九九年四月三日 、
目見門司一\

\若者dE
吉岡O
Eーロ匂
8・E\のRU\印。可\
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唱同H-qkgc品。ω・
}旨邑。

(HH)
「
我
らカ
l
プ
人
!(1)

廃
虚の
街に
希
望
を」『
中
国
新
開』

一
九九九年四月一一一
日 、
}丘町一\\
唱耳唱hFZ
問。
Eaロロ・
8・V\の
白岡田)\一日O
可\

宅間四円
白\SCA
g-F
Z巳 。

(日)
河口
豪『栄光の
広島カIプ風雪二五年』
恒文社 、
一
九七五年 。

(凶)
河口豪『栄光の
広島カlプ風雪二五年』
恒文社 、
一
九七五年 。

(げ)
河口豪「栄光の
広島カ1プ風雪二
五年』
恒文社 、
一
九七五年 。

(問)
初代広島大学長の選出過程については 、
小宮山道夫「広島大

学の
創設過程と
建学理
念の
形成に
関する
考察」『教育学研究』

四人
|一 、二

OO二年 、
参照 。

(川口)、
新制広島大学が「文化国家」
建設上に位置づ
けられていたこ

主につい
ては 、
「国立総合大学
広島設置計画書」 、
「国立広島総

合大学設立資金募集趣意書」
『広島大学二
十五年史
通史』 :
参

照 。

(初)
例えば 、
金沢大学設立にあたっ
ても 、
県内各郡市に
寄付金額

を割り当て 、
教育宝くじも発行された 。
金沢大学資料館ウェ
ブ

サイト(宮G一\\司
S
E
EN
mw耳守口白己U\dE
ミD\印。忌\印
BREE\

宵丘一\)。

(幻)
例えば 、
広
島
大学は 、
一
九
九五
年に
制
定した
理
念五
原
則

の
第四
番目に「地
域社
会・
国
際
社会との
共
存」
を
掲
げてい

る 。
広島大学ウエ
ブ
サイト(
EG\\司若者-EH
aE自由ーロ-
R-芯\

g仲間
向。
ミ
〈
5
4司・
司
『
丸
門
田仲間
問。『
可
n
E
E

広
H
AF叶
AWロ
丘町
向。
ミ
l
E
HH
H
hw同

冊目立白仲間し品目
EhrE口
問H』白) 。

(匁)
保永薫(昭和三
年卒)
「学園生活思い
であれこ
れ」
広島高等

師範学校創立入十周年記念事業会編『追懐
広島高等師範学校

創立八十周年記念』
一
九八二
年 。

(
お)
。〉HN]UH
EmH口問同
司白ロ
ロロσ
ウエ
ブ
サ
イ
ト(
宮G一\\d司君耳・

8・又8・
5
U\印O口
問\一柏町目的
。ロ
包-
Fig-) 。

(鎚)
広島高師出身の
教員の赴任先については 、
『尚志会創立八十周

年記念』
尚志会 、
一
九八七年 、
片岡徳雄・
山崎博敏編『広島高

師文理大の社会的軌跡』
広島地域社会研究セン
ター 、
一
九九O

年 、
参照 。
同様の研究は 、
戦後の
広島大学についても必要であ

Zリ、司ノ 。

(お)
「ひろしま一
世紀
九三
カ1プ誕生」『中国新聞』
一
九七五

年九月三日 。

(お)
官民一
体となっ
て
出資し 、
「たる
募金」
にも支えられ
たカl

プは 、
創設時におい
てはまさしく「市民球団」
であっ
たと評し

て差し支えないであろ
う 。
だが 、
一
九六七年にオーナー経営に

一
本化してからは 、
株式の
約六割はオーナーで
ある
松田家が 、

約三
割はマ
ツダが保有しており 、
資本から見れば「市民
球団」

ではない(「復興の象徴
きずな探る
元祖『市民球団』
広島」

『中国新聞』
二OO四年一一
月三日 、
ZG\\若者耳-n
E向。
-21ロU・

s
・ト』己\
E8u
包
含ヨ
ミ一宮口8・EB-) 。
ただし 、
現在でもカIプは

特定の
親会社の
資本に依存せ
ず独立採算制をとっ
ている 。
本稿

の
考察は 、
ヵlプが資本の
面でも「市民球団」
であっ
た時代に

限定している 。

(幻)
カlプ設立にあたっ
て広島県は巨額の
出資をしてお力 、
県は

この出資に対する
説明責任を呆たさねばならない 。
この意味に

おいて 、
広島県立文書館に広島カlプに関する行政文書が所議

されてしかるべ
きである 。
しかし 、
球団
運営は
県の
事務分掌で

はなく 、
あくまでカ1プ球団の
事業である 。
税金や市民の志に

支えられてきたカlプ球団
には 、
自らの球団
運営について広く
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市民に公開する責任がある 。
球団は地域の「公共財」
であり 、ヵl

プ球団には 、
自らのアーカイブズを設立して 、
広く一
般に公開

する
責務があるのである 。
そ
うでない
かぎり 、
「市民
球団」
の

呼称は
自ら返上すべ
きであろ
う 。

(お)
広島県立文書館所蔵の公文書で広島カlプについ
て調査でき

るのは 、
カlプが日本唯一
の「市民
球団」
であるためである 。

例えば 、
読売ジャイアン
ツの歩みについて 、
東京都公文書館所

蔵の公文書で調査することは不可能であろ
う 。

(mm)
早川和宏「情報公開と公文書館l歴史家の施設から住民の
施

設へ
」『アlキピス
ト』
五九、
全国歴史資料保存利用
機関連

絡協議会関東部会 、
二
OO三
年 。

(初)
白井哲哉「文書館の
利用と
普及|利用者論の観点から
|」

図

文学研究資料館史料館編『アーカイブズの
科学』
上巻 、
柏書房 、

二OO三
年 。

(幻)
例えば 、
広島県立文書館に詳細な利用者用データベ
ースが整

備されてい
たならば 、「野球」
のキーワードで検索するだ
けで 、

本稿で
取り上げた阪神対東急戦や野球くじのポスターにアクセ

スできるは
ずである 。
しかし 、
現状のカlド目録でこれらのポ

スターに
到達するのは至難の
業で
ある 。
豊見山和美は 、
「原理

原則からい
うと 、
主題を主たるキーとして
分類することはでき

ない 。
それをふ
まえて検索しやすいように
するには 、
キーワー

ドや資料の
解説といっ
た目録情報を充実することが求められま

す 。
その意味でい
うと 、
コンピュ
ーターを

使っ
たデータベ
ース

カタロ
グはあ
りがたく有用なもので
す 。
出処を
考えな
くとも 、

文字列検索だ
けである程度求める
資料に到達できるよ
う 、
目録

作成を進める必要があります o」
と指摘している(豊見山和美「専

門職員論|公文書館専門職員の
専門性とは
何か
|」『アーカイ

ブズ」
一
二 、二OO三
年) 。

(沼)
白井哲哉「文書館の
利用と
普及l利用者論の
観点から
l」

国

文学研究資料館史料館編
『アーカイブズの
科学』
上巻 、
柏書一一房 、

二OO三
年 、
は
普及活動の観点からレファレンス
業務の重要性

を指摘している 。

(お)
森本祥子「アlキピストの
専門性|普及活動の
視点から
|」

『史料館研究紀要』
二七
二
九九六年 、
全国歴史資料保存利用
機

関連絡協議会編『日本のアーカイブズ論』
岩田書院 、二OO三
年 、

に再録 。

(斜)
宮本正夫編『帰らざる
橋
御幸橋は語る』
明日の千田を創る

会 、
一
九九四年 。

(お)
宮本正夫『宮本正夫議員生活四十人年を
回顧して』
一
九九四

!
年 。

(お)
鎌田和栄「『古文書」
『民間所在資料』
のよ
りよい
保存・
公開

と
『公文書館』
施設に
関する一
考察」
『平成一
六
年度公文書館

専門職員養成課程修了研究論文集』
独立行政法人国立公文書館 、

二OO五
年 。「私文書を
個人の
保存する
文書とみなせば 、
その

中には以下の二つ
がある 。
ア
個人のプライベ
ートな文書
イ .

公務や職務によっ
てもちこ
まれたもの
公文書と
個人文書之い

う分け方に
考えれば 、
と
くに 、
後者と公文書館の
関係は
無視

できない
のではない
か」
とい
う大演徹也の
指摘に対して 、
鎌田

和栄は「公的な内容のある
『私文書』
は 、
公文書やその
関連
機

関との
関係は
無視できない
ものでは
あっ
ても 、
『私文書』
とし

て
あっ
かわな
ければ 、
『公文書館』
のあっ
か
う文書・
資料範囲

ゃ 、
公権力の
及ぶ
範囲がい
くらでも拡大してしまい 、
収拾がつ
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か
な
く
なっ
て
し
ま
う
だ
ろ
う 。
文
書
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
か
ら
は
ず
れ

て
い
る
も
の
ま
で
『
公
文
書
館』
が
収
集
し
は
じ
め
た
ら 、
大変
で
あ
る

し 、
場
合
に
よ
っ
て
は
大変
危
険
で
あ
る
よ
と
反
論
し
て
い
る 。
鎌
田

和
栄
「「
公
文
書
館』
施
設
と 、
『
古
文
書』
『
民
間
所
在
資
料』
の
よ
り

良
い
保
存・
公
開
に
関
す
る一
考
察」
『
京
都
大学
大学
文
書
館
研
究
紀
要』

四、二
O
O
六
年 、
も
参
照 。
な
お 、
新
井
浩
文
は 、
「
文
書
を
現
在
の
出

所
か
ら
『
公』
と
『
私」
と
に
分
け
る
方
法
は
便
宜
的
で
あ
る
が 、
実
際

は
中
身
で
『
公』
文
書
な
の
か 、
そ
れ
と
も
本
当
に
個
人に
関
す
る
記
録

で
あ
る
『
私』
文
書
な
の
か 、
(
実
際
に
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
が
)そ
れ

を
判
断
す
る
必
要が
文
書
館
現
場
で
は
出
て
き
て
い
る 。
そ
し
て 、
そ
の

中
身
を
明
確
に
認
識
す
る
能
力
が
文
書
館
専
門
職
(
ア
l

キ
ピ
ス
ト

)に

は
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か o」
と
指
摘
し
て
い
る
(
新
井

浩
文
「
ど
こ
へ
行
く
古
文
書
|

古
文
書
史
料
の
保
存・
公
開
を
め
ぐ
る
現

状
と
課
題
」
「三
郷
市
史
研
究
「
葦
の
み
ち」』
二ハ 、二
O
O
四
年
)。

(
初出
)
研
究
会
と
懇
談
会
の
性
格
の
相
違
に
つ
い
て
は 、
菅
真
城
「
国
立
公
文

書
館
『
公
文
書
館
実
務
担
当
者
研
究
会
議』
に
参
加
し
て」
『
広
島
大学

史
紀
要』
六 、二
O
O
四
年 、
参
照 。

(
お
)『
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ』
一一
O、
独
立
行
政
法
人
国
立
公
文
書
館 、
二
O
O
五

年 。

(
鈎
)
北
川
健
「
文
書
館
運
動
と
史
料
保
存
運
動
の
イ
ン
タ
ー
フェ
イ
ス」
『
地

方
史
研
究』
四
O
|

六
二
九
九
O
年 、
前
掲
『
日
本
の
ア
ー

カ
イ
ブ
ズ
論』

に
再
録 。




